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といえる。 
このような意味で本論文の意義は大きく、その成果を高く評価することができる。  
林千歩の作品は、まず、自分を見つめること、自分に問いかけることから作品は発生している、生き
ている自分自身の矛盾とコンプレックス、自分に潜むもう一人の自分、病的な夢想や幻想、露呈される
不器用な技術、このような特徴が汲み取れる、作品の多くはストーリーを持った映画制作のような手法
で製作され作者自身が変身して登場する映像表現である。このため様々なロケ地、舞台装置と舞台道具
を制作してこれらの作品もオブジェ作品として発表される。 
変身されたクリーチャーはまたもう一人の自分でもあるのだが、この変身する様々な姿をイメージし
て絵画やドローイングに起こしている。さらに立体の姿としての作品も制作しているのではあるが、従
来の彫刻や絵画といった造形的な美学からほど遠い立体作品である、作者の触覚的な手仕事から生まれ
てくる感触の中にあって様々な生物の有機的に結合した宙吊りな状態である。またドローイングは図解
したイメージとしての図像学的であり、前者も後者の作品もいずれも鑑賞する作品というより知的快楽
または味わう快楽というべき作品に昇華している。 
今回発表した博士卒業制作の映像作品と造形作品は時代の社会的精神が反映された傑作である 。 
この作品はそれまでの変身にまつわる自己の内証性の強い作品とは違って広がりを感じさせる進化
した新いタイプのスケールの大きい作品と言える。 
AIが現代社会に侵攻しつつある社会の問題に照射し、テクノロジーをシンボルにしたアンドロイド社
長の恋をテーマに人間の感情を自己に投影したこの作品は、時代に対する批評性を含んだ作品となって
いて、一歩先を進んだ現代芸術表現の地平を切り開いていると言える 。 
作品制作は製作の現場での自己省察、リサーチワーク、コミュニケーション、モノづくり造形、ドロ
ーイング、舞台制作、シナリオ製作、インスタレーション、演出、撮影、編集、等全ての芸術分野の手
法を組み合わせ制作されいる。 
特質すべきは、それにもかかわらず制作された映像、ドローイング、オブジェ作品はいずれも美術造
形のエレメントのフレームを逸脱しており、人間の素朴な悲鳴のような表現のリアリティーを強烈に訴
えかけてくる秀作である。 
全員の審査委員は論文、作品共に博士学位に相応しい高レベルであるとの評価で一致した。 
  
